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平成１９年度第２回新居浜市地域包括支援センター運営協議会 （兼新居浜市地域密着型サービス運営委員会） 議事録  １ 開催日時  平成１９年１２月２０日（木）１４：００～１５：１０  ２ 開催場所  市役所３階 応接会議室  ３ 出 席 者 委 員：浅井委員、石川委員、岩崎委員、小野委員、岸委員、近藤(孝子)委員、近藤(珠美)委員、坂上委員、佐藤委員、神野委員、宮内委員、山内委員（１２名） 事務局：介護福祉課 課長･伊藤、係長･山本、主任･篠藤 地域包括支援センター 所長･寺田、副所長･三木、副所長･藤田  ４ 傍 聴 者  なし  ５ 会議内容 （１）副会長選出 （２）小規模多機能型居宅介護事業所審査 （３）平成１９年度地域包括支援センター事業経過報告  ６ 会議録 （会 長）  定刻がまいりましたので、新居浜市地域包括支援センター運営    協議会 兼 新居浜市地域密着型サービス運営委員会を開催いたします。 本日の会議は、委員数１５名に対し、出席委員１２名で、運営協議会及び運営委員会設置要綱第６条の会議の成立要件であります過半数以上の出席を満たしておりますことをご報告申し上げます。 会議に先立ちまして、新しく委員になられた方をご紹介いたします。新居浜市民生児童委員協議会より、真鍋前委員の後任として小野委員さんの推薦をいただきましたので、１２月１日付けで、委員に就任していただきました。 それでは、小野委員さん、自己紹介をお願いします。  （小野委員あいさつ）  （会 長）  ありがとうございます。ただいまから議事に入りますが、委員の皆様の忌憚のない活発なご意見をよろしくお願いいたします。 それでは、議題の（１）「副会長の選出」に移らせていただきます。先ほども申し上げましたとおり、本運営協議会及び運営委員会の副会長をされておられました真鍋前委員さんが、民生児童委員の改選に伴い退任されましたので、現在、副会長が空席となっております。        運営協議会及び運営委員会設置要綱第５条により、副会長は委員の中
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から互選することとなっております。どなたか、ご推薦いただけますでしょうか。  （推薦の声なし）  （会 長）  事務局の方で、案はありますか？  （事務局）          （岸委員を推薦）  （会 長）  ただいま、岸委員さんにお願いしたいとの提案がございましたが、いかがでしょうか。  （拍手、異議なし）  （会 長）  ありがとうございます。岸委員さん、委員の皆さんからご賛同をいただきましたので、副会長就任について、ご了承いただけますでしょうか。  （岸委員）          （承諾、あいさつ）  （会 長）  ありがとうございます。副会長に岸委員さんが選出されました。それでは、副会長、前の席への移動をお願いいたします。  （会 長）  それでは、引き続き、議事を進行いたします。 議題の（２）「小規模多機能型居宅介護事業所の審査」について、事務局から説明をお願いします。  （事務局説明、非公開のため議事録省略）  （会 長）  ありがとうございました。「小規模多機能型居宅介護事業所の審査」について採点が終わりましたが、採点結果については、後ほど事務局から発表していただくこととします。  （会 長）  それでは、議題の（３）「平成１９年度の地域包括支援センター事業実施報告」について、事務局から説明をお願いします。  （事務局）  資料２の「平成１９年度地域包括支援センター事業実施状況」についてご説明します。        まず、介護予防ケアマネジメントの特定高齢者施策事業についてですが、国において対象者把握のための判断基準が緩和されたことから、リストアップされた対象者は１，２４４人でございました。個別に事業への参加を勧奨いたしましたが、通所介護予防事業に結びついたのは、１
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２月１３日現在で５６人となっております。        次に、一般高齢者施策事業の内、介護予防教室につきましては、現在、８箇所のブランチに委託し、実施中でございますが、最終的には１６回開催する予定でございます。また、介護ボランティア養成研修については、１２月２１日と１月下旬に開催を予定しております。また、３月２６日には、麻酔科、産婦人科の専門医で、日本笑い学会の副会長でもあります昇幹夫先生の介護予防講演会を開催する予定で、現在、準備を進めております。 次に、総合相談支援事業の１１月３０日までの相談受付件数でございますが、地域包括支援センターにおいて２５３件、８箇所のブランチにおいて１，９０７件の新規相談を受け付けております。また、昨年度からのケースを含め、現在、２６１件のケースを継続して支援しております。また、啓発用パンフレットとしまして、認知症に対する理解と早期発見・早期治療を呼びかけるパンフレットを５，０００部作成し、各関係機関へ配布したり、地域ケアネットワーク推進協議会において、相談協力員の皆さんにお渡ししたりしております。 権利擁護事業としまして、今年度は、１１件の高齢者虐待に関する相談を受け付け、その内、２件を措置入所へつないでおります。 次に、包括的継続的ケアマネジメントとしまして、１０月３１日現在で、各小学校区ごとに３７回の地域ケアネットワーク推進協議会を開催しております。また、介護支援専門員研修会につきましては、７月１９日に丸亀市の地域包括支援センターの保健師を講師に向かえて、実施しました。現在、介護支援専門員連絡協議会の設立総会を２月１４日に開催する予定で準備を進めております。また、ブランチ連絡会を毎月１回開催し、事業実施状況の報告や情報交換を行っております。ブランチとの学習会も４月を除いて、毎月実施し、年金制度や高齢者と薬剤、処遇困難ケースの事例検討等を行っております。 その他事業としまして、家族介護教室を８箇所のブランチに委託し、年間４８回開催する予定で、現在、実施中でございます。また、介護相談員派遣事業としまして、１０月３１日までに、延べ２４９人の介護相談員を派遣しております。 次に、資料３の「新予防給付の実施状況」についてご説明します。 平成１９年１２月１３日現在で、新居浜市包括支援センターと要支援者との契約締結件数は、１，０９９件となっております。介護認定の更新時期との関係もあり、月によって件数の差はありますが、ほぼ１００件程度で推移しております。 次に、介護予防プランの作成状況ですが、地域包括支援センターで作成したものが５４２件、居宅介護支援事業所に委託して作成したものが５５７件となっております。居宅介護支援事業所に在籍しております介護支援専門員の介護予防プラン作成件数の枠がひとり８件までとなっておりますので、このような状況になっております。 
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（会 長）  ありがとうございました。ただいま事務局から「平成１９年度の地域包括支援センター事業実施報告」について説明がありましたが、ご意見ご質問はございませんか。  （委 員）  基本チェックリストに介護予防事業に参加を希望するかという欄がありましたが、介護予防ケアマネジメントの特定高齢者把握事業における１，２４４人は、参加を希望すると回答した人の数であって、希望しない人は最初から除かれているのですか。  （事務局）  特定高齢者把握事業における１，２４４人は、本人の参加の希望の有無は関係なく、基本チェックリストの項目と医師の判断による人数です。  （委 員）  具体的な予防事業の内容としてはどのようなことをしているのですか。  （事務局）  市内の介護のデイサービスやデイケアの事業所に特定高齢者通所介護予防事業への協力依頼をしたところ、今年度は１０箇所の事業所が協力していただけることになりましたので、介護のデイと同じように送迎つきで、チェックリストに基づき、運動や口腔の機能向上のためのプログラムを組んでおります。特定高齢者として把握した方に介護予防事業への参加を勧め、希望される方を訪問してお話を聞いた上で、プラン作成、事業所との調整を行い、事業開始となります。  （委 員）  利用者の負担金額はありますか。  （事務局）  利用者の負担はありませんが、昼をはさみますので、昼食代のみ本人負担となります。  （委 員）  来年度から基本健康診査がなくなりますが、特定高齢者の把握はどうするのですか。  （事務局）  こちらからハイリスクの方にアプローチし、生活機能評価の健診につなげていきたいと思います。  （委 員）  特定健診との関連はどうなるのでしょうか。  （事務局）  特定健診については、現在、国保課で検討していますが、集団健診で同時に生活機能評価を実施する方法を検討しております。  （委 員）  特定高齢者把握事業と通所介護予防事業については、特定高齢者を見つけはしたが、利用につながらないということが、どの市町でも課題になっていますが、新居浜市においては、計算すると４．５％程度の利用
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率に止まっております。本当に必要でない方はいいのですが、せっかく見つけた方をフォローする方法、チェックした方が現在の状態より機能低下しないようにする工夫はどのようにしていますか。  （事務局）  通所の介護予防事業への参加を勧めても希望されない方については、訪問看護師による訪問型の介護予防事業でフォローしたいと思っています。ただ、閉じこもりや鬱傾向のある方については、訪問によるフォローの提案もなかなか受け入れてもらえないのですが、粘り強く勧奨するように考えています。また、介護予防事業へは参加したいが、家庭の事情等で見合わせた方もおられますので、そのような方のリストも活用したいと思います。  （会 長）  他に、ご意見ご質問はございませんか。・・・ないようですので、事務局より「小規模多機能型居宅介護事業所の審査」の採点結果の発表をお願いします。  （事務局）  採点結果は４８．８３点でしたので、今回は指定を見送らせていただくことになります。なお、計画数に達していないため、引き続き公募を行いたいと思います。  （会 長）  ありがとうございました。ただいま事務局から発表のあった採点結果について、ご意見ご質問はございませんか。  （委 員）  当該事業所に対しては、結果を通知するだけでなく、どこが問題だったかを説明し、次につながるよう指導をしていただきたい。  （会 長）  それでは、最後に、「その他」として、事務局から何か報告等ありますか。  （事務局）  次回は、年度末に開催し、次年度の地域包括支援センター関連予算等について協議していただく予定です。        その他、認知症対応型通所介護事業所についてですが、１事業所が事業継続ができないため廃止、２事業所が開設に向けて現在協議中であることをご報告いたします。  （会 長）  ありがとうございました。それでは、予定しておりました議題はすべて終了いたしました。熱心にご協議いただきましてありがとうございました。               これをもちまして、本日の会議を終了させていただきます。 



 

 

平成１９年度 

第２回新居浜市地域包括支援センター運営協議会 

（兼 新居浜市地域密着型サービス運営委員会） 

次 第  
                 ＜日 時＞ 平成１９年１２月２０日（木） 

                       １４：００～１５：３０ 

                 ＜場 所＞ 市役所３階 応接会議室  
１ 開 会 

 

２ 議題 

（１）副会長の選出について 

 

（２）小規模多機能型居宅介護事業所の審査について 

 

（３）平成１９年度の地域包括支援センター事業経過報告について 

 

３ 閉 会 

 

 

 【資料】 １ 小規模多機能型居宅介護事業所審査用資料 ２ 地域包括支援センター事業実施状況 ３ 新予防給付実施状況 ４ 委員名簿 



実施 備　考
特定高齢者把握事業 １，２４４人特定高齢者通所介護予防事業 ５６人介護予防教室 実施中 各ブランチにて、計16回開催予定介護ボランティア養成研修 － 12/21、1月下旬に開催予定介護予防講演会 － 3/26に開催予定
地域包括支援センター受付け ２５３件ブランチ受付け １，９０７件※継続支援必要ケース （２６１件） 昨年度からの継続支援ケースを含む啓発パンフレット作成 ５，０００部 認知症に関するパンフレット高齢者虐待相談件数 １１件措置入所へつないだ事例 ２件成年後見制度へつないだ事例 ０件　 ３７回１回 7/19実施、H20年2月14日、介護支援専門員連絡協議会設立総会予定７回 毎月１回開催、事業実施状況の報告、情報交換等６回 年金制度、高齢者と薬剤、処遇困難ケース事例検討会等実施中 各ブランチにて、計48回開催予定延べ２４９人

権利擁護事業（平成１９年１１月３０日現在）

家族介護教室介護相談員派遣事業

地域ケアネットワーク介護支援専門員研修会ブランチ連絡会

平成１９年度 地域包括支援センター事業実施状況事　業

その他事業（平成１９年１０月３１日現在）
包括的継続的ケアマネジメント（平成１９年１０月３１日現在）

ブランチとの学習会

一般高齢者施策事業
特定高齢者施策事業（平成１９年１２月１３日現在）介護予防ケアマネジメント

総合相談支援事業、権利擁護事業総合相談支援事業（平成１９年１１月３０日現在）

資料２



内訳 (件)4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 合　計要支援１ 33 62 55 49 57 64 72 47 46 12 497要支援２ 69 80 65 67 54 72 77 59 53 6 602合　計 102 142 120 116 111 136 149 106 99 18 1,099
内訳 (件)4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 合　計要支援１ 1 43 45 44 43 59 63 39 38 10 385要支援２ 1 6 13 16 14 26 39 24 18 0 157合　計 2 49 58 60 57 85 102 63 56 10 542
内訳 (件)4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 合　計要支援１ 32 19 10 5 14 5 9 8 8 2 112要支援２ 68 74 52 51 40 46 38 35 35 6 445合　計 100 93 62 56 54 51 47 43 43 8 557

（１）新居浜市地域包括支援センターにて作成・・・・542件

（２）居宅介護支援事業所にて作成（委託） ・・・ 557件

新予防給付の実施状況 平成19年12月13日現在１．新居浜市地域包括支援センターと要支援者との契約締結・・・1,099件

２．介護予防サービス・支援計画表の作成状況

資料３



氏　名 備　考1  浅井　　仁 会長2  石川　明美3  岩崎　裕子4  遠藤　敦子5  小野　詩子6  岸　治代7  近藤　孝子8  近藤　珠美9  坂上　公三10  佐々木 秋由11  佐藤　治司12  神野　純子13  中上　陽子14  宮内　清子15  山内　保生

委員名簿（五十音順）（平成１９年１２月１日現在）

※現委員の任期：平成17年12月1日～平成20年11月30日

資料４


